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Ⅰ は じめに

長野県北部 に位置す る野尻湖は､標高654.3m､面積4.6km2､最大水深38.5mの 山間の

湖である｡ この湖の西岸 に位置す る立が鼻遺跡は､最終氷期の動 ･植物化石 と人類の遺

物がともに産 出す る重要 な旧石器時代の遺跡 と して知 られている｡ 立が鼻周辺に分布す

る野尻湖層は､砂層や シル ト層を主体 と し､ さらに主 と して盟姫 山 ･妙高山に起源を も

つ約42層の火 山灰層が挟在す る上部更新続の湖成層である｡ 多 くの化石 ･遺物は､ それ

らの地層に包含 されている｡

立が鼻遺跡 およびその周辺 では､ 1962年の第 1次野尻湖発掘以来､ 現在 までに11回の

湖底発掘 と 6回の陸上発掘が野尻湖発掘調査団によって行われ､ それ らの成果が報告 さ

れてきている (野尻湖地質 グル ープ, 1980;1984;1987;1990,野尻湖発掘調査 臥 1990)｡

立が鼻周辺の地質層序は､野尻湖発掘調査団の地質 グル ープによって､第 8次発掘 ま

でに確立 されている｡ 上部更新続の野尻湖層の編年は､材化石を試料 と して β線計数法

による 14C年代を もとに行われてきた｡ しか し､ それか ら得 られた測定値は､ 分散が著

しく､野尻湖層の宙年 と しては 2通 りの可能性が指摘 されていた (中村 由克 ･野尻湖発

掘調査 団,1990)0

そこで､ 従来の方法よ り精度が高 く､ ミリグラムオ ーダーの微量の試料で測定可能な

加速器質量分析計を用いて､野尻湖層か ら発掘 されたナウマ ンゾウ､ オオ ツノシカ､材

についての 14C年代測定を行 った｡ その結果､約23,000y.B.P.よ り古い ものにつ いては､

従来の年代値 に比べ て約8,000-15.000年ほど古い値を得た｡ この研究では､ それ らの加

速器 14C年代 に もとづいて野尻湖層の年代を再検討 し､野尻湖周辺で行われている火山

灰層序学的および人類考古学的研究 との関係についての考察を行 う｡
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Ⅱ 測 定試料 とその 調製

1)測 定 試料

立 が 鼻周辺 にお け る野 尻湖 湖底 の堆 積物 の層序 は､ 図 2に示 され るよ うに､ 下 位 よ り

上部更 新 続 の貫 ノ木 屑､ 下部 野尻 湖層､ 中部野尻湖 層､ 上部 野尻 湖 層､ そ して､ 完新 続

の J列 層 と現 湖 底堆 積物 に区分 され て い る (野尻湖地質 グル ープ,1984;1987;1990)｡

測 定 に使 用 した ナ ウマ ンゾ ウとオオ ツノ シカの化 石 は下 部野尻 湖層 Ⅲ最 下 部 か ら上部

野尻湖 層 Ⅰま での産 出試料 で､ ま た､ 材化 石 は下部 野尻 湖層 Ⅲ最 下 部 か ら J列 層 ま での

産 出試料 で あ る｡ ナ ウマ ンゾ ウやオオ ツ ノシカ化石 は､ それ ぞれ切歯 ･臼歯 と掌状 角 の

象牙 質 か ら抽 出 した コラ ーゲ ンを測 定試料 と した｡

試料 (化 石 )

図 1 コラ ーゲ ン抽 出法

上 清 (土壌 な ど)

上 清 (フ ミン酸 ･フル ボ酸 )

外液 (リン酸 カル シ ウム)
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2) コラ ーゲ ンの抽 出

産 出化石 は､保存の過程で腐植質をは じめ とす る各種の有機物 の汚染を受 けて い る可

能性が あ る｡ したが って､化石か らコラーゲ ンを抽 出 して測定試料 とす る際 には､ コラ

ーゲ ンと汚染有機物 (お もに腐植質)を完全に分離 できる方法を と らなければな らない｡

この研 究 では､ コラ ーゲ ン抽 出を半透膜を用 いて脱灰 し､ さらにゼ ラチ ン化 させ て回収

す る方法 を用 いて行 った (図 1)｡ 詳細は､ 沢 田ほか (1992)に述べ られている｡ この

方法 で､ 可溶性の もの とゼラチ ン化 した ものの 2種の コラーゲ ンを得 ることがで きる｡

試料が著 しく少ない場合以外は､ ゼラチ ン化 コラーゲ ンだけを測定試料 と した｡

Ⅲ 加 速器質量分析計 による 14C年代測定法

本研 究 では､ 名古屋大学年代測定資料研 究セ ンタ ー設置 されているタ ンデ トロン加速

器質量分析計 を用 いて 14C年代測定を行 った｡ 求め る年代を tとす ると､ その年 代 は次

式によ り求め られ る｡

t -
1 N｡ Tl/2 N｡
- ln - ln -
1 N 0.693 N

Tl/2 :半減期 (5570年 )

入 :壊変定数 (0.693)

N｡ :t-0の ときの 14Cの数

N :試料 中の 14Cの数

ここで､ lJC年代値の算 出にあた っては､慣例 によ り14Cの半減期 と してLibbyの半減

期5570年 を用 いることと した｡ (中井 ･中村, 1988;中村 ･中井, 1988)0

タ ンデ トロ ンの測定条 件 と性 能､ 測定方法の詳細 は､ 中井 ･中村 (1988)中村 ･中井

(1988)の記述 と同様 であるので､ ここでは重複を避けて再述 しない こととす る｡

従来 の β線 計数法 では､ 放射壊変の際放 出され る β線 を計数 して 14C年代 を測定す る｡

この場合､ β線 は1Ⅱlgの現代の炭素か ら 1分間に1.34×10~2個 しか放 出 されないの で､化

石の ミリグラムオ ーダ ーの試料 では計数は不可能である｡ それに対 して 14Cその ものを

計数す る加速器質量分析計による測定の場合は､ 1mgの現代の炭素 に含 まれ る 14Cの原子

数は6×107個 であることか ら､ β線測定よ り著 しく能率がよいといえ る ｡ す なわ ち､ 加

速器質量 分析 計の試料炭素の必要量は2-5mgときわめて少量 で､ β線 計数法 と比較す る

と､ その 1,000分の 1以下 で済む ことになる｡ したが って､ これまで不 可能 とされ ていた

噂乳類 の小 さな化石片な どにつ いての年代測定 も可能にな り､ 測定に要す る時間 も短縮

され るとい う利点が ある｡

また､ 測定可能年代の 限界 とい う面か らみると､ β線計数法での信頼 できる測定年代

が 3- 4万年 前 までであ るの に対 して､加速器質量分析計は 14C計数 のバ ックグラ ウン

ドが きわめて低 いため､ 測定年代は 6万年前まで可能である (中村 ･中井, 1991) ｡ た

だ し､ 5万年 前を超 え る測定値につ いては誤差が大 きい｡
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これ らの ことか ら､ 野尻湖層の よ うに 2万年 よ り古 い と予想 され る試料 を研究対象 と

す る場合 には､ 加速器質量分析計 による年代測定が適 してい るといえ る｡

Ⅳ 野尻湖層の加速器 14C年_班

1) コラ ーゲ ン含有 率 および C/N比

ナ ウマ ンゾウ ･オオ ツノシカの化石の象牙質 か ら抽 出 され た コラーゲ ンの収量 を コラ

ーゲ ンの全含有量 と し､ それを可溶性 コラ ーゲ ン (S) とゼ ラチ ン化 コラ ーゲ ン (G)

に分 けて表 1に示 した｡ コラーゲ ン含有率 は､ 試料 の保存の程度 を示す と考 えて よい｡

この値 と 14C年代値 との 関係 は後述す る｡

C/N比は､ 抽 出物 の コラーゲ ンと しての純度の指標 とな る｡ コラ ーゲ ンの よ うにグ

リシンの含有率 の大 きな タ ンパ ク質 では､ C/N比は 3.2±0.5であ る (HareandYon

Endt,1990)｡ 本研究 では､ C/N比がその値に近 い ものを選び､ 14C年代の測定試料 と

し､ C/N比が6.0以 上の ものは汚染の可能性が大 きい と考えて､ すべて ｢測定不 能 (N,

D)｣と して示 した (表 1)0

2)14C 年代測定値

加速器質量分析計 によ るナ ウマ ンゾウとオオ ツノシカの化石の コラ ーゲ ンの 14C年代

測定結 果 を表 1に､ 材化石の測定結果 を表 2に示 した｡ また､年代値 と産 出層準の 関係

や従来の β線 計数 法 による測定結果 との比較を図 2に示 した｡ お もに測定試料 と してゼ

ラチ ン化 コラ ーゲ ンを使用 したが､ 同一の象牙質か ら抽 出された可溶性 コラ ーゲ ンにつ

いて もい くつ か測定 した｡ 測定 した可溶性 コラーゲ ンの 14C年代測定値は､ ゼ ラチ ン化

コラーゲ ンの値 とよ く一致 している｡

図 2か らわか るとお り､ 種 ･部位によ っては､ 測定結 果に多少ば らつ きが あ る｡ それ

らは次 の 3つのパ タ ー ンに分 けることがで きる｡

(a)コラ ーゲ ン含有率 の大 きい (0.7-4.7%)ナウマ ンゾ ウの臼歯の象牙質 と材化 石が示

す年代値

(b)ナ ウマ ンゾウの切歯､ オオ ツノシカの掌状角､ コラ ーゲ ン含有率 の小 さい (0.7%未

満の )ナ ウマ ンゾ ウの 臼歯の象牙質が示す若い年代値

(C)コラ ーゲ ン含有率 の大 きいナ ウマ ンゾウの 臼歯のい くつかが示す特 に他の値か ら逸脱

して古 い年代値

この 3つの グル ープに属す る 14C年代値は､ (a)が30個､ (b)が 7個､ (C)が 5個 であ り､

(b)(a)(C)の順 に数千年ずつ古 くな る｡

この 3つの グル ープの 中で野尻 湖層の 14C年代 と して信頼 できるのは､ (a)の示す値で

あると考 え られ る｡ 信頼 できると判断 した根拠 は､ コラ ーゲ ン含有率が大 きい こと､ C

/N比が コラ ーゲ ンの値 とよ く一致す ること､ 測定値の頻度 が多 い ことであ る｡ (b),(C)

につ いては､ その よ うな 14C年代値が得 られたのは次の要因があ ると予想 され る｡ まず､

(b)につ いては､ コラ ーゲ ンの含有率が小 さい､ す なわ ち試料の保存の程度 が悪 い とい う
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産 出 層 準 サ ン プ ル 種 フラー コラーケ ''ン C/ N L4C年 代
番 号 部 位 ケ-1ン 含 有 率 (完) (y.B.P)

上 部 Ⅰ 8N-I)-13 ナウマンソ√ウ S 0.28 3.ll 34497±668上 半 部 山一4 臼 歯 G 0.77 3.63

上 部 Ⅰ下 半 部 8N-p-9 ナウマンソ■ウ S 0.52 3.12 38314±1403

m-6 臼 歯 G 2.14 3.65

8N-p-9 ナウマンソ√ウ S 0.26 3.21 38819±1579Ttl-1 臼 歯 G 0.98 3.75

7N-H-18 ナウマンソ一ウ S 0.85 3.87 42540±1420n-2 臼 歯 G 1.30

90-L-19 オオツノシカ S 0.16 ～.D 30583±1291D-4 肢 骨 G 0.14 5.62

90-a-ll オオツ ′ シ カ S 0.33 4.96 34355±1345
J]-ll 掌 状 角 G 0.22 3.99 33659±1850

90-G-6 ナウマンソ J ウ S 0.49 4.24 31920±700班-13 臼 歯 G 0.37

中 部 】Ⅰ 87-L-23 ナウマンソ'､ウ S 2.41 3.79 40130±1080

lZI-1 臼 歯 G 1.20

9N-G-7 オオツノシカ S 1.29 3.10 40557±1496m-18 掌 状 角 G 2.29 3.61-

8N-p-23 ナウマンソ'､ウ S 0.64 3.04 40772±1197A)-19 臼 歯 G 2.53 3.55

90-E-29 ナウマンソ;ウ S 1.26 3.65 41700±1260zp-1 臼 歯 G 1.54

中 部 1 8N-H-12 ナウマンソ'-ウ S 0.31 3.00 41516±1023

JD-17 臼 歯 G 1.36 3.49

90-D-29 才オブノシカ S 0.16 5.72 35405±1550m-7 足 骨 G 0.14 4.46

90-D-29 ナウマンソナウ S 2.77 3.82 40860±1165
A)-2 臼 歯 G 1.93

下 部 111 8N-p-13 ナウマンソナウ S 0.54 3.10 45115±1349

I-ll 臼 歯 G 2.97 3.62

87-E-18 ナウマンソナウ S 1.26 3.02 45812±1289B3 皿 -3 臼 歯 G 2.88 3.52

90-L-16 ナウマンtr ウ S 0.15 5.30 35138± 906zD-34 切 歯 G 0.21 5.16

下 部 tH 90-A-20 ナウマンソナウ S 2.92 3.79 45100±1191

A-8 臼 歯 G 1.12 3.73

9N-Q-16 ナウマンtr1ウ S 1.35 2.94 42254±989B2 JZl-22 臼 歯 G 4.22 3.43

87-E-15 ナウマンソl'ウ S 1.80 4.24 42671士 1120

下 部 Ⅰ一丁 90-L-16 ナウマンソ●'ウ S 1.22 3.92 41566±927
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腫 出 席 準 サ ン プ ル 種 コラー コラーケJ ン C/ N 14C年 代
番 号 部 位 ケJン 含 有 率 (完) (_y.B.P)

下 部 Hl 8N-C-20 ナウマン､ノー●ウ S 1.68 3.64 43351±1164

m-1 臼 歯 G 1.78

87-E-17 ナウマンソ､､ウ S 0.29 3.15 48799±1950B l zn-18 臼 歯 G 0.70 3.68

90-L-16皿-135 オオo)Jシわ掌 状 角 SG 3.72 41250±1190

下 部 111A 2 87-E-23m-16 ナウマンソ､､ウ臼 歯 G く3.54 3.52 43520±1340
87-I-24 ナウマンソ√ウ S 0.63 4.42 39944±1043
m-10 切 歯 G 0.29 4.32 37250士 1280

下 部 川 8N-H-12 ナウマンソ'■ウ S 0.43 2.99 43307±1200A l 皿-43 臼 歯 G 2.22 3.48

下 部 Ⅰtl 90-A-2g ナウマンソ√ウ S 0.40 3.92 43460±1630

m-17 臼 歯 G 0.58

90-～-0 ナウマンリ､lウ S 0.30 3.58 41770±1470下 部 JD-10 臼 歯 G 0.73

90-A-20 ナウマンソ ､､り S 1.24 3.90 46230±2430JZl-40 臼 歯 G 1.70

下 部 lH 90-J-4 ナウマンソ√ウ S 0.55 4.07 43635±920

表 2 相 化 石 の 14C 年 代 (沢 田 ほ か , 1992引 用 )

サ ン プ ル 産 出 層 準 H C 年 代
番 号 (y.a.P)

8N-H-7 b-16 上 部 ⅠIJ 17460±340

8N-冗-la b-18 上 部 Ⅲ 16860±250

90-H-7 b-28 上 部 1] 28350±350

90-U-14 b-10 上 部 I上 半 部 32730±1420

90-J-29 b-20 上 部 Ⅰ下 半 部 38490±520

90-G-24 b-4 上 部 】下 半 部 39290±480

8N-H-lib-40 中 部 1 39420±950

8N-Y-14 b-3 下 部 m B2 42550±530

8N-Y-13 b-5 下 部 HIA 2 43070±570

90-N-O b-12 下 部 m 下 部 47150±810

90-I-3 b-20 下 部 111最 下 部 49410±970
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地 層 区 分 鍵 層 層 厚(C7m) 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 ×10一 Y.B.P.I

現湖底堆積物 SJ-30 I.二二一
J列 層 ウグイス色枯土 16-30 l'十十 +

上那野尻湖局 Ⅲ 25-50 十 十 ++++ *+-ド十十 十チ チ:I+二年一一二十一一一一 トー▲ト.一ゝトー｣悪 +

Ⅱ ヌカ 12一一85

I 上Ⅰピンク黄タロⅢ黄クロー 40-70

中那野尻湖層 Ⅲ 赤スコ 20-50 二 ∵ --t+ T -+
Ⅱ 中Ⅲピンクニセノミ 30-50

I rPlピンク市ヒゲヒケスコ 15-40

下那野尻湖局 (Ⅳ) 10-20 十 +~｣ ≡=主+ + ト JJニト 辛+ +▼十 IIIII

m B 30-75

+ トード.ドトー▲+ トーー卜 TE -++ ド...ーII

A 12一一40

下那 ドライカレー粉7 ス'キキナコプレツナ十一ゾーン112～243

負下那 40-206

+ ナウマンゾウ+ オオ ツノ シカ十 村化石 く加速器質量分析法)十 村化石 (β線計数法)Ⅱ 三点セット 30-70

＼＼＼＼＼
l∫ 石ゴ~マ(ゴマシオ)ノミノミ下ピンク 40-90

貫 ノ木 層 110+ E l図 2 野 尻 湖 発掘 地 の 標 単 層 序 と ‥C年代 値 (沢 田ほか, 1992)l j IIキ j

-
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ことか ら､ 汚染 によ る年代の若返 りを示 してい ると考え られ る｡ (b)にあ たるゼ ラチ ン化

コラーゲ ンの含有率 が0.7%に満 たない保存の悪い試料 は､ (a)にあた る0.7%以上の保 存

のよい試料 と比べ て2.000-5,000年 ほ ど新 しい値を示 してい る｡

(C)の よ うに他 の値 よ りかけはなれた古い年代値 につ いては､ 再堆積 した化石 試料 であ

る場合 と古 い年代の炭素 (Deadcarbon)の汚染によるとい う2つの可能性 が考 え られ る｡

しか し､ 後者 の場合､ 多量 に汚染 されていることにな り､ ここで扱 った処理 法 では､ そ

の可能性 は全 くない とい ってよい｡ む しろ､産 出 した層準よ り下位の層準 に含 まれ てい

た化石 が再堆積 した二次化石 であると考 え られ る｡

ここで､ 信頼 でき る測定結 果を各層準 ごとにわか りやす くまとめ ると以下の よ うにな

る｡

J列 層

上部野尻湖層 Ⅲ ･Ⅲ

上部野尻湖層 Ⅰ

中部野尻湖層

下部野尻湖層 ⅢB ･A

下部野尻湖層 Ⅲ下部 ･最下部

;ll,000-8,000y.a.P.

;33.000-ll.000y.a.P.

;39.000-33,000y.B.P.

;41,000-39,000y.B.P.

;43,000-41,000y.B.P.

;49,000-43,000y.B.P.

(a)グル ープ に属す る年代値につ いて各 々の層準の平均値を と り､ それ らを結ぶ と図 2に

示 され た太線 が得 られ る｡

ここで､ これ らの測定結果 を β線計数法 による従来の資料 と比較す ると､ その違 いは

顕著 であ る｡ 図 2において太線 で示 されている曲線 は､ 前述のよ うに､ 本研 究で扱 った

加速器質量分析計 による 14C年代値である｡ また､ 従来の野尻湖層の編年の もとにな っ

た中村 由克 ･野尻湖発掘調査 団 (1990)による結果は細線の曲線 によ って示 してあ る｡

これ らを比較す ると､ 上部野尻湖層 Ⅱ､ すなわ ち約23,000y.B.P.までは両者 の値 は よ く

一致す るが､ それよ り下位の もの につ いては加速器質量分析計による年代値の方 が約8,

000-15,000年古 くな ることがわか る｡

この よ うに､ 加速器質量分析計の測定値で約 2万年前 を越 える年代値が β線 計数 法 に

くらペ 古 い値 を示すのは､ 測定法の特徴や測定試料の前処理 や調製の仕方の違 いによる

とい う可能性 が考 え られ る｡ 加速器質量分析計による年代値 は､ 材化石 とナ ウマ ンゾウ

の 臼歯 の象牙質 コラ ーゲ ンとの間でよい一致を示 してい る｡ しか し､ β線 計数法 による

材化石 につ いての測定値 とその加速器質量分析計による測定値 とは互 いに異 な る｡ この

ことか ら､ 試料の種類の違 いによる年代値の差ではない と考 え られ､ 従来の23,000y.A.

P.を越 え る ものの値 は､ 取 り込 まれた新 しい炭素の除去が不 十分 であ ったためか､ また

は､ β線 計数法の場合､ 測定の際バ ックグラウン ドの影響を受 けてい るとみ ることがで

きよ う｡
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Ⅴ 野尻湖の 火 山灰層序学 および人類考古学的研究 との 関係

1)野尻湖の 火 山灰 層序 との 関係

野尻湖 およびその周辺 に分布す る地層には､特徴 ある火山灰や ス コ リア層が認 め られ

てお り､ 鍵 層 と して層準の特 定に大きな役割を果た している｡ それ らの相対 的な新 旧関

係 は野尻湖発掘調査 団の調査 でほぼ確定 していると言 ってよい｡ しか し､ それ らの絶対

的な年代 とい う点では､ 数多 い β線計数法 による炭素 同位体年代 には相互 に矛盾が あ り､

必ず しも確定 していたわけではなか った｡

野尻湖地質 グル-プ (1990b)､ 公文 ･井 内 (1990)は､ 琵琶 島沖の湖底 でオ ール コア

･ポー リングを行 い､ 野尻湖周辺 に兄 いだ され る火 山灰鍵層がすべ て含 まれ てい ること

を報告 した｡ また､ い くつかの広域テ フラの存在 も確認 した｡ そ して､ アカ ホヤ火 山灰

(K-Ah)､ 姶 良 一丹沢火山灰 (iT)およびプ レッチ ャー ゾー ンの年代 を基準 に､ 堆積速

度 を一 定 と仮 定 して､ ポー リング試料 における湖底か らの深度か ら､ 主要 な火 山灰 の年

代を推定 した (公文 ･井 内､ 1990;図 3の a)｡ 深度か らは堆積期 間が極 めて短 いテ フ

ラの層厚を除外 した｡ 野尻湖の湖底堆積物 は､ テフラ以外は均質 な シル ト質 粘土 であ り､

堆積速度 を一 定 とす ることは無理 のない仮定である｡ なぜな ら､ 湖では､沿岸帯 を除い

て､ お もに懸濁運搬 による細粒堆積物 が堆積 していることが一般 的であ り､ 現在の野尻

湖において も同様 であ る (公文 ･井 内, 1987;1988)｡ 野尻湖底の ボー リング試料 で も､

3398cmよ り上 では現湖底 と同様 な細粒の泥質堆積物が卓越 している｡ この よ うな泥質

堆積物 に限定すれば､ 堆積速度 にはそれほど大 きな時間的変化 はない もの と考 え てよい

か らであ る｡

沢 田ほか (1992)が報告 した加速器質量分析器 による年代測定値を 同 じ湖底 ボー リン

グ柱状 図の上 に落 とす と､ 図 3の bの折れ線 となる｡ 湖岸の発掘地 と湖底の柱状試料 と

は､岩相 が大 き く異 な り､ 厳密にはテ フラ鍵層 しか対比 できないので､ 年代値の層準 に

は多少 問題 が残 っている｡ 野尻湖層下部 ⅢA,Bか ら産 した化石の層準が湖底柱状 の どこ

に対応す るのかは､特 に難 しいところであ る｡ この折れ線では､ 図 2の折れ線 に比べ て

かな りスムー ズであ る｡ 上部 におけるデー タが少ないとい う問題 はあ るが､ ATやア ジ

シオな どは妥 当な年代を示す｡ 中部野尻湖層は､ 湖底柱状においては一層準 で代表 され

る一連 のテ フラ (赤 ス コ ･中 Ⅱピンク)に対応 している｡ その年代値は数多 くあ るが､

よ く揃 った値 であ り､ 中部野尻湖層が短い時間を表 しているとい う湖底ボー リングでの

産状 と調和 的であ る｡

加速器質量分析計 で今 回測定 された年代値は､特定の層準 に偏 ってい ることや その層

準に不 確 か さが残 る ことが弱点である｡ 湖底ボー リング試料 では堆積速度 を一定 と仮定

できる とい う利点が あ り､ 相対的新 旧関係 を定量的に推定できる｡ 両者 を組 み合 わせ る

ことで､ かな り正確 なテ フラの年代推定が可能 であ る｡ つま り､ 次の よ うに主要 なテ フ

ラの年代 を仮 定す る｡ 比較的上部の年代については､ アカホヤ火 山灰の年代 と して6,30

0年前 (町 田 ･新井,1978)､ ATの年代 と して21,000年前 (町田 ･新井,1976) を

つか う｡ 中部野尻湖層の年代 と しては､平均値の41,000年前 を用 いる｡ プ レッチ ャー ゾ

ー ンの年代値 は 2つ にす ぎないが､ よ く一致 した値 であ り､ その平均 は46,700年前 であ
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図 3 野 尻 湖 底 ポ ー リング ｡お け る主要 テ フ ラの 層 準 と年 代 ＼



る｡ 以 上 4つ の層準 の間の堆積速度 を一定 とす ると､ 図 3の Cの折れ線 が得 られ る｡ そ

れが現 時点 では もっと も正確 と考 え られ る年代 を衰 して いる と考 え られ る｡

折れ線 C の最上部 の直線 部 (節 )は､ 厚密が進ん でいないため に見 か けの 堆積速度 が

大 き くな って い る もの と考 え られ る｡ それは本 当は徐 々に傾斜 が緩 くな り､ 2つ めの節

に移行 す る もの であ る｡ 2つ めの節は赤 ス コの層準 までつづ き､ 比較 的小 さな堆積 速度

を もって い る｡ 最 後 の節 は､ かな り大 きな堆積速度 を持 っている｡ 両者 の境 界の層 準 で

堆積の 中心 が ボー リング地 点か ら東方 に移動 してい ることは判明 して お り (野 尻湖 音探

グループ､ 1987)､ その違 いが堆積速度 に反映 している もの と考 え られ る｡

この 深度 一年代 関係 に基づ くと､ 太 田切 火 山灰が4.000年前､ 赤倉火 山灰 が5,450年 前､

キ ビダ ンゴ Ⅱが10,000前､ キ ビダ ンゴ Ⅰが12,000年 前､ ア ジシオが16,500年 前､ 上 Ⅰピ

ンクが33,500年前､ ドライカ レーが45,000年前､三 点セ ッ トが53,000年前､ 黄 ゴマ (-

DKP,大 山倉 吉パ ミス)が約55,000年前 とな る｡ 黄 ゴマは､I)KPと同定 されて い る (早津,

1985;公文 ･井 内, 1990)0 DKPの年代は46,000-47,000年 前 と推定 されて い る (町 田

･新井 . 1979;Omura,1986)が､DKPの年 代は もう少 し古 くな る可能性 が高 い ｡

この推 定線 で もか な り問題 が残 され てい る｡ それは､ 個 々の鍵 層テ フラの年代 を正確

に出す とい う視 点 での試料採取 と年代測定が行 われ てお らず､ 基 準 とす るテ フラの年代

と して使 え る測定値 が少 ない ことであ る｡ 今後､ この よ うな視点 での 資料 を増 や して､

鍵 層テ フ ラの年代 を 1つ 1つ詰 めてい く必要があ る｡

2)人類 考古遺物 との 関係

野尻湖 の立 が鼻遺跡 では､ 下部野尻湖層 Ⅲか ら上部野尻湖層 Ⅰまでの層準 か ら､ 石製､

骨製､木 製 の遺物 が得 られている｡ この層準 におけるナ ウマ ンゾ ウやオオ ツ ノ シカか ら

なる大 型噂乳動物化 石 に伴 ってい る遺物 は一括 して ｢野尻湖文化 ｣ と して と らえ られ て

いる｡ 野尻湖 文化 の最大の特 徴 は､ 石器 と同程度 に､ あ るいはそれ以 上 に骨器 が含 まれ

る点 にあ る｡ 石器 は､ ナイフ形石器文化 にみ られ るよ うな典 型的 な形 態の ものが安 定 し

てみ られ ない こと､ 骨器 の 中には石器の後期 旧石器 時代以前 を代 表す る ク リーヴ ァーが

含 まれ､ また磨製 骨器 が欠如す ることなどの特徴 は､ 野尻湖文化 が後期 旧石器 時代 よ り

以前の文化 的要素 を多 くもってい ることを示す｡

以 前 よ り野 尻湖文化 の有年 的位置づ けにつ いては多 くの検 討を重ね て きてお り､ 前期

旧石器 時代 か ら後期 旧石器 時代の初頭 にか けて と考 え られ きた｡ β線 計数 法 によ る 14C

年代か らは､ 約4.0-2.4万年前 と していた (中村 由克 ･野尻湖人類考古 グル ープ, 1990)0

年代 的 にみ ると新 しい方 は､ ナイ フ形石器 文化期 に属す ことが予想 されてい たが､ ナイ

フ形石器 文化 の典 型的な石器 がみ られ ない ことか ら､ 石器群 の違 いは立 が鼻遺跡 が キル

サ イ トであ る とい う遺跡 の性格の違 いによる可能性 が検 討 されて きた0

しか し､ 加 速器 14C年代か ら､ 野尻湖文化 は､4.9-3.3万年前の もの であ ると考 え ら

れ る｡ この年 代 は､ これ までの β線計数法 によ る 14C年代値 よ りは不 都合 な点が少 ない

と思 われ る｡ この加 速器 14C年代 や野尻湖文化 とその直後の ナイ フ形石器 文化 の考 古学

的位置づ けか ら判断 して､ 野尻湖文化 は､ 日本 の前期 旧石器 時代の末期 に位 置づ け られ
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ると思 われ る (中村 由克 ･野尻湖人類考古 グル ープ, 1992;野尻湖人類考古 グル ープ,

1993)0

ユ ーラ シア大陸 とア フ リカにおいて､ 14C年代で約4.2-3.3万年前 にかけては､ 前期

(中期 :l旧石器文化 と後期 旧石器 文化 の両方がみ られ､ また､ ネア ンデル タ ール人 に代

表 され る旧人 か らクロマニ ョン人 に代表 される新人に移行す る時期 とされている｡ 野尻

湖では まだ人骨が 出土 していないが､野尻湖文化の特徴 とその年代値 は､ 旧人段 階か ら

新人段 階への 移行期 に相 当す る ものであることが予想 され､ 人類史の上か らも野尻湖文

化の解 明はます ます重要 な意義を もって くると思 われ る｡

おわ りに

加速器質量分析計 を用 いた 14C年代 および湖底ボー リング試料 に基づ き､ 野尻湖層の

年代の再検討 を行 った｡ そ して､ この新 しい年代論 によ り､ 野尻湖の火 山灰 層序 や 旧石

器時代 の人類考古学的研 究に新 しい解釈が加 え られ､ また､ 問題 とな っていたい くつか

の ことが明 らかにな りつつあ る｡ 今後 さらに､本研究の対象 とな った層準 よ り下位の試

料や火 山灰鍵 層に焦 点をあてた年代測定を行 い､ 野尻湖 における研究 も展 開 して い くこ

とを期 待す る｡

塾_垂

この研 究を行 うにあた り､野尻湖発掘調査団の方 々か ら貴重な試料 を提供 していただ

き､ さ らに､ 測定結 果の解釈 につ いて討論 していただいた｡ ここに謝意 をあ らわす次第

であ る.)
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